
8
２０21

№１207

cover　おしごと体験 「図書館司書になろう!!」cover　おしごと体験 「図書館司書になろう!!」

はたらく経験 夏の思い出に
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草
木
に
宿
る
魂
の
供
養
の
た
め

　

草
木
塔
は
、
自
然
の
草
や
木
に
宿
る
魂

を
供
養
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
江
戸
時
代
か
ら
ご
く
最
近
に
建
立
さ

れ
た
も
の
ま
で
、
国
内
に
は
２
１
６
基
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
１
１
９
基

が
置
賜
地
方
に
み
ら
れ
ま
す
。

　

最
も
古
い
も
の
は
、
江
戸
時
代
中
期
・

安
永
９
（
１
７
８
０
）
年
に
、
米
沢
市
の

入
田
沢
塩
地
平
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
沢
藩
の
江
戸
屋
敷
や
米
沢
城
下
が

火
災
で
焼
失
し
た
際
、
再
建
の
た
め
に

伐
採
さ
れ
た
当
地
の
木
を
供
養
す
る
た

め
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
草
木
搭
の
は

じ
ま
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

町
内
に
も
22
基

　

町
内
で
は
22
基
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

最
も
古
い
も
の
は
玉
庭
に
あ
る
江
戸
時
代

後
期
・
寛
政
９
（
１
７
９
７
）
年
建
立
の

も
の
で
す
。

　

樹
齢
何
百
年
に
も
な
る
木
が
伐
ら
れ

た
際
、
木
の
精
の
よ
う
な
も
の
が
苦
し

ん
で
い
る
夢
を
見
せ
ら
れ
た
り
、
大
き

な
木
の
う
な
る
声
が
聞
こ
え
た
り
し
た

た
め
、
そ
の
霊
を
供
養
す
る
目
的
で
建

立
さ
れ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　父が移設した草木供養塔を管理

　この草木供養塔は、昭和４４年の水田の区画整
理の際に、旧道沿いにあったものを私の父が今の
場所に移したものです。同様の事情で、他の場所
にあった湯殿山碑や庚申塔なども集めてきました。
昔の人が大切にしてきた神様仏様を無沙汰にでき
ないと思ったのでしょう。
　このあたりでは昔、林業とまではいかないもの
の、田んぼをしながら山の木を切って炭にして、
それを売って生活の足しにしていました。この草
木供養塔もそのような事情から、近くの人たちが
集まって建てたのかもしれません。

自
然
の
草
木
に
も
魂
は
宿
る

畏
敬
と
感
謝
の
民
間
信
仰

　恵みに感謝し、次の世代へ

　私は畜産農家で牛を育てており、命をいただく
ことに対して感謝しながら生活しています。草木
塔が建てられた背景にある、自然の恵みに感謝す
ることと通じるものがあると感じます。
　いつの頃からか、私は歴史や文化財に興味を持
ち、自分なりに調べるようになって、昔の人たち
が残したものを大切にしていかなければならない
と考えるようになりました。この草木供養塔も、
父や地域の人たちによって守られてきたものなの
で、私も周辺の草刈りなどをして管理しながら、
次の世代に伝えていきたいと思っています。

― 　 i n t e r v i e w 　 ―

「
大
舟
・
旧
新
蔵
峠
の
草
木
供
養
塔
」

を
管
理
す
る

齋
藤 

文
明 

さ
ん
（
大
舟
）

　

近
年
は
自
然
保
護
の
観
点
も

　

草
木
塔
は
江
戸
時
代
以
降
も
主
に
林
業

が
盛
ん
な
地
域
で
建
立
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
で
は
、
環
境
問
題
や
自
然
保
護

な
ど
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
東

京
や
比ひ

え
い
ざ
ん
え
ん
り
ゃ
く
じ

叡
山
延
暦
寺
、
南
米
の
パ
ラ
グ
ア

イ
に
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
西
町
の
草
木
塔
の
特
徴

　

草
木
塔
の
多
く
は
自
然
石
を
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
川
西
町
の
草
木
塔
に
は
墓
石

形
に
加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ほ
か
の
地
域
の
も
の
に
は
み
ら
れ

な
い
特
徴
で
す
。
こ
の
形
に
は
、
林
業
に

従
事
し
作
業
中
に
亡
く
な
っ
た
人
を
供
養

す
る
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

▲今年 4/28 の指定書交付式で、小野教育長から指定
　書を受ける関係者のみなさん

　

み
な
さ
ん
は
「
草
木
塔
」
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

草
木
塔
（
草
木
供
養
塔
と
も
）
は
、
自

然
の
草
や
木
に
宿
る
魂
を
供
養
す
る
た
め

に
建
立
さ
れ
た
供
養
塔
で
、
国
内
で
も
置

賜
地
方
に
集
中
し
て
み
ら
れ
、
江
戸
時
代

の
米
沢
藩
発
祥
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
草
木
塔
の
背
景
に
あ
る
自
然
に
対

す
る
考
え
方
が
注
目
さ
れ
、
各
地
で
新
し

い
も
の
が
続
々
と
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
西
町
で
は
現
在
22
基
の
草
木
塔
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
か
ね
て

よ
り
町
指
定
文
化
財
へ
の
推
薦
の
あ
っ
た

江
戸
時
代
と
明
治
初
年
に
建
立
さ
れ
た
も

の
10
基
に
つ
い
て
、
町
で
は
土
地
所
有
者

の
確
認
や
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
の

調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年

３
月
26
日
、
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
た

６
基
に
つ
い
て
、
町
文
化
財
保
護
調
査
委

員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
町
指
定
文
化
財

と
す
る
決
定
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
町
指
定
文
化
財
は
27
件
を
数
え
、

所
有
者
や
関
係
者
に
よ
っ
て
、
日
々
そ
の

保
護
と
活
用
に
向
け
た
努
力
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
特
集
で
は
、
草
木
塔
の
紹

介
を
中
心
に
、
文
化
財
の
管
理
に
関
わ
っ

て
い
る
地
域
の
方
の
お
話
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
地
域
社
会
に
お
け
る
文
化
財
の
役

割
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

今までも これからも
つなぎはぐくむ 草木塔

特　集



町報かわにし　45　町報かわにし 令和3年8月15日 令和3年8月15日

町指定文化財に加わった
６基の草木塔・草木供養塔

　大舟・旧新蔵峠の
草木供養塔

①大字大舟矢ノ沢入
②高さ 80㎝、幅 36㎝、
　厚さ 24㎝
③成島石、墓石形
④文化１３（１８１６）年
　８月吉祥
◆町内で２番目に古い。墓石
　形で、文字のバランスに味
　がある。

　高國寺の草木供養塔

①大字朴沢
　（高國寺境内）
②高さ 83㎝、幅 47㎝、
　厚さ 30㎝
③成島石
④天保７（１８３６）年
◆朴沢の別の場所から移転し
　てきたとの話が残る。妙法
　塔などと並ぶ。

　玉庭・矢ノ沢の草木塔

①大字玉庭字堤下
②高さ 84㎝、幅 43㎝、
　厚さ 34㎝
③自然石
④弘化２（１８４５）年
　３月吉日
◆３回移転している。文字が
　美しく、拓本をとられたこ
　ともある。

　大舟・稲場山の
草木供養塔

①大字大舟屋敷沢山
②高さ 66㎝、幅 31㎝、
　厚さ 21㎝
③成島石、加工あり
④元治元（１８６４）年
　８月吉日
◆「施主柳沢孫（藤？）七」「上
　組中」と刻まれている。地
　蔵尊や青面金剛などと並ぶ。

　玉庭・犬川熊野の
草木塔

①大字玉庭熊野上
　（熊野神社境内）
②高さ 46㎝、幅 24㎝、
　厚さ 13㎝
③成島石、加工あり
④慶応元（１８６５）年
　１０月
◆「村中」と刻まれている。
　３回移転している。

　瑞光寺の草木塔

①大字玉庭御伊勢町
　（瑞光寺境内）
②高さ 48㎝、幅 31㎝、
　厚さ 13㎝
③自然石
④明治元（１８６８）年
　１１月
◆建立の趣旨に関する文献が
　現存する貴重な例。

【紹介の仕方】
　①所在地
　②寸法
　③材質・形状
　④建立年月日
　◆一言メモ

● 

根
付
い
て
い
た
自
然
崇
拝

　

瑞
光
寺
の
草
木
塔
は
、
明
治
元
年
に
６

代
前
と
７
代
前
の
住
職
が
建
立
し
た
も
の

で
、
過
去
に
米
沢
藩
か
ら
の
お
達
し
で
伐

採
し
た
境
内
の
杉
の
木
を
供
養
す
る
た
め

に
建
立
し
た
も
の
だ
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
。
草
木
塔
と
し
て
は
珍
し
く
、

個
人
で
建
立
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

昔
、
成
人
を
む
か
え
る
男
子
は
飯
豊
山

に
登
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
う
ち
の
よ

う
な
修
験
道
系
統
の
寺
で
は
そ
の
案
内
役

人
と
人  

過
去
と
現
在
と
未
来

つ
な
ぎ
は
ぐ
く
む  

文
化
財

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
修
験
道
で
は
自
然

崇
拝
が
教
義
の
根
本
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
草
木
塔
の
建
立
に
も
関
わ
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

● 

先
人
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て

　

昔
の
人
た
ち
は
山
仕
事
に
向
か
う
そ
の

道
す
が
ら
、
無
事
に
帰
っ
て
来
ら
れ
る
よ

う
に
と
草
木
塔
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

い
つ
で
も
誰
で
も
拝
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ほ
と
ん
ど
が
路
傍
に
建
立
さ
れ
た
が

た
め
に
、
道
路
の
拡
張
工
事
や
耕
地
整
理

の
際
に
問
題
と
な
り
、
な
か
に
は
失
わ
れ

た
も
の
も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
よ
う
な

危
機
を
乗
り
越
え
て
現
存
し
て
い
る
も
の

は
、
地
域
の
人
た
ち
が
先
人
の
意
思
を
尊

重
し
、
協
力
し
て
守
っ
て
き
た
賜
物
で
す
。

　

川
西
町
に
は
草
木
塔
に
限
ら
ず
「
詳
し

い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
ご

先
祖
様
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
守
ら
れ
て
き
た
も
の

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
そ
こ

か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
文
化
財
の
背
景

に
あ
る
当
時
の
人
々
の
生
活
や
様
々
な
思

い
を
汲
み
取
り
、
現
在
の
生
活
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
、
次
の
世
代
の
た
め
に
も

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
草
木

塔
の
存
在
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

「瑞光寺の草木塔」所有者で長く文化財保護に携わる

藤田 宥宣 さん（玉庭）

● 

変
わ
っ
た
も
の

　

 

そ
し
て 

変
わ
ら
な
い
も
の

　

草
木
塔
の
建
立
当
時
は
、
巨
木
に
対
す

る
畏
怖
の
念
や
伐
採
し
た
木
を
供
養
す
る

目
的
で
拝
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
自

然
保
護
や
環
境
問
題
と
い
っ
た
観
点
か

ら
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

様
々
な
場
所
で
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た

人
た
ち
に
よ
っ
て
新
た
な
草
木
塔
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
ご
ろ
、
町
外
の
花
屋
さ
ん
が
「
い
つ

も
お
花
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
お

礼
を
し
た
い
」
と
お
参
り
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

昔
と
は
拝
む
目
的
が
変
わ
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
先
人
が
草
木
塔
を
通

じ
て
後
世
に
伝
え
て
き
た
、
自
然
を
大
切

に
し
、
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
心
は
現
在

も
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

●
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

　

牛
谷
家
の
門
（
昭
和
44
年
）

●
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）

　

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
昭
和
58
年
）

　

阿
弥
陀
如
来
立
像
（
昭
和
58
年
）

　

仏
像
（
昭
和
48
年
）

●
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）

　

阿
弥
陀
板
碑
２
点
（
昭
和
44
年
）

　

大
日
板
碑
（
昭
和
44
年
）

　

市
神
（
昭
和
44
年
）

　

阿
弥
陀
三
尊
板
碑
２
点
（
昭
和
47
年
）

　

経
筒
４
点
（
昭
和
48
年
）

　

須
恵
器
系
大
甕
（
昭
和
58
年
）

　

須
恵
器
系
印
花
文
四
耳
壷
（
昭
和
58
年
）

　

須
恵
器
系
波
状
文
壷
（
昭
和
58
年
）

●
史
跡

　

真
済
僧
正
入
定
地
（
昭
和
44
年
）

●
天
然
記
念
物

　

デ
ワ
ノ
ハ
ゴ
ロ
モ
ナ
ナ
カ
マ
ド

（
昭
和
58
年
）

　

置
賜
四
所
神
社
の
杉
（
昭
和
62
年
）

　

洲
島
城
の
サ
イ
カ
チ
（
昭
和
62
年
）

そ
の
ほ
か
の

川
西
町
指
定
文
化
財　

一
覧

▲大塚地区にある牛谷家の門（正面）

―　特集　今までもこれからも つなぎはぐくむ草木塔　―



新型コロナウイルス感染症
に関するお知らせ

町報かわにし　6令和3年8月15日

　　新型コロナワクチン接種について

　町内在住の１２歳～１５歳（平成１８年４月２日～平成２１年７月３１日生まれ）の方に、ワクチン接種に
必要な「接種券」を、関係書類を添えて一斉にお宅にお送りしました。
　保護者のみなさんには、同封のお知らせなどの注意事項を確認いただくとともに、接種の際まで大事に保管
くださるようお願いします。
　なお、平成２１年８月１日以降に生まれた方には、誕生日の翌月にお送りする予定です。

● １２歳～１５歳の方に接種券をお送りします

　このたび、町に関する様々な情報を発信するＳＮＳ（ソーシャルネット
ワーキングサービス）の１つとしてＬＩＮＥサービスを活用し、川西町公
式ＬＩＮＥアカウントを令和 3 年 8 月から開設しました。定期的に最新
情報をお届けしますので、ぜひ友だちへの追加をお願いします。

問町総務課　☎４２－６６９５

川西町公式ＬＩＮＥ

ＬＩＮＥで何ができるの？
　川西町公式ＬＩＮＥアカウントと友だちになると、
新型コロナに関する情報、くらしやイベントに関する
情報など、定期的に町に関する様々な情報を受け取る
ことができ、見逃すことなく確認できます。
　なお、災害時の避難情報も配信しますので、万が一
に備えてぜひ友だち追加をお願いします。

アカウントを開設

新型コロナワクチン接種予約も
楽々できます

　今後、川西町公式ＬＩＮＥアカウントのトーク画面
から、簡単に新型コロナワクチンの集団接種の予約
ページにたどり着けるようにしていく予定です。コー
ルセンターとは違い、時間を問わず予約可能となりま
すので、ぜひご活用ください。

ＬＩＮＥの友だち追加ページにアクセス１

次の方法のいずれかでアクセスしてください。
①友だち追加ページのＵＲＬから
　【ＵＲＬ】https://lin.ee/SJBCRhz
②右のＱＲコードをお手元のスマートフォンなどで読み取っ
　てください。

▶
友
だ
ち
追
加
用
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ＬＩＮＥアプリのホームまたは
友だち追加画面からＩＤで検索

２

ＬＩＮＥアプリのホーム画面から「川西町」と
検索し、公式アカウント部分から友だち追加

３

【ＩＤ】@kawanishimachi

　友だち追加の方法

このほか、町が情報発信するＳＮＳこのほか、町が情報発信するＳＮＳ

①フェイスブック

　写真や文章を通じて、イベントや
お知らせなどの町政情報を発信中。

②ユーチューブ

　観光など町に関する動画を通じて、
町の魅力を発信しています。

　満４０歳以上の方を対象に集団接種を実施します。詳しい
内容は、町報かわにし８月号に同封しているチラシをご覧く
ださい。
▶予約受付：８月２４日㈫　９：００～
▶予約方法
　電話（コールセンター ☎０１２０－５６７－２５３）、
　Ｗｅｂ、ＬＩＮＥ
▶接種日時：チラシをご覧ください。
▶接種場所：町交流館あいぱる（旧第二中学校）

● 【４０歳以上対象】集団接種を実施します

　　事業者の支援制度について

　山形県では、長引く新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少し、経営の継続が困難となっている
事業者に対して、事業継続を応援するための給付金を給付します。
▶対象事業者：県内の法人および個人事業主
▶対象要件
①県内に本社または本店を置く法人・個人事業主
②令和３年４月・５月・６月のいずれかの売上が、前年の同月または前々年の同月と比較して５０％以上減少
　したこと。（新規創業者は別途要件有り。）
③新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を実施していること。
④給付金の受給後も事業を継続する意思があること。
▶給付額：①法人：２０万円　　②個人事業主：１０万円
▶申請受付期限：９月３０日㈭（消印有効）
▶申請方法：給付金事務局への郵送
問山形県事業継続応援給付金コールセンター
☎０５７０－０５６－２２３
※詳細は県ホームページをご覧ください。

● 山形県事業継続応援給付金

▲県ホームページ
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7/12 米 沢 警 察 署 と 覚 書 締 結

防犯対策で安全安心な地域づくり
　この覚書は、町と米沢警察署が連携して町防災行政
無線を利用し、防犯情報などの広報を実施することに
より、地域住民が積極的に防犯対策に取り組むことで、
地域の安全安心を確保することを目的として締結しま
した。
　原田町長と高橋米沢警察署長が出席し、覚書に調印
しました。

7/16 平 洲 農 園 ト マ ト 給 食

熟 し た ト マ ト を 無 償 提 供
　地元で栽培された新鮮でおいしいトマトを学校給食
で食べてほしいと、㈱平洲農園（尾長島）様より町内
全小中学校へ無償で提供いただきました。トマトは
カットし、冷やし中華にトッピング。彩り良く夏にぴっ
たりのメニューでいただきました。大塚小学校では、
児童たちが真っ赤に熟したトマトを ｢美味しい｣ と口
いっぱいに頬張り、笑顔になっていました。

7/17 移住者交流会「マーブルＫかわにし」

川 西 暮 ら し に つ い て 意 見 交 換
　３回目を迎えた移住者交流会では、「公園」をテー
マに参加者１１人が意見交換。町内の公園でできるこ
と、さらに町外の公園でしかできないことなどの情報
を共有し、参加者たちは気づきを得ていました。
　また、㈱ばとん代表取締役の遠藤智栄さんの講話で
は、公園の活用方法や課題となる管理についてなど、
幅広い視点でお話しされました。

7/17 越 後 米 沢 街 道 を ま ち あ る き

イザベラ・バードの足跡を巡る
　英国の女性旅行家 イザベラ・バードが歩いたとさ
れる越後米沢街道を巡るイベントが開催され、２５人
が越後米沢街道の宿場町 松原（飯豊町）から小松ま
での約１３km のコースを歩きました。町内ではバー
ドが宿泊した宿の跡地、老舗菓子店を巡りました。
　炎天下の中でしたが、全員が元気にコースを歩き切
ることができました。

7/21 夏 の 安 全 県 民 運 動 出 発 式

安全で明るいやまがたを目指し
　“ 明るいやまがた ” 夏の安全県民運動が７月２１日
～８月２０日に実施されることに伴い、町役場前駐車
場において関係団体から約１００人が参加し、午前７
時から出発式が行われました。
　式では、交通ルールを守り事故を防ぐとともに、身
近な犯罪の防止を心がけるよう、参加者全体が共有し
ました。

7/21 地 方 自 治 へ の 功 労 を た た え て

元 町 議 ２ 名 に 叙 勲 伝 達
　このたび叙勲（旭日単光章）を受章されたのは、元
町議会議員の石田隆一さん（下小松・写真左）と鈴木
廣さん（黒川・写真右）の２名です。
　石田さんは昭和４６年５月から４期１６年、鈴木さ
んは昭和５０年５月から５期２０年にわたり、卓越し
た見識を持ちその手腕を発揮され、本町の発展に貢献
されました。

7/30 Ｒ ２ ８ ７ お し ょ う し な 作 戦

ス ー パ ー な ど で 啓 発 活 動
　“ 明るいやまがた ” 夏の安全県民運動の一環として、
ヤマザワ川西店、ツルハドラッグ川西店、うめや川西
店の店舗前にて、「Ｒ２８７おしょうしな作戦」と題
した啓発活動が夕方に実施され、買い物客や通行する
車などへの呼びかけ、青パト車による防犯パトロール
が行われました。関係団体から約５０人が参加し、町
の安全安心のため取り組みました。

7/30 東 北 中 学 生 ホ ッ ケ ー 選 手 権 大 会

全 国 大 会 を 賭 け た 熱 い 戦 い
　本町を会場に、７月３０日～ 8 月 1 日の 3 日間行
われた同大会。上位３チームに与えられる全国大会へ
の出場権を賭けて、男女各７チームがしのぎを削りま
した。その結果、男子は川口中（岩手）、女子は築館・
栗原西中（宮城）が優勝を飾りました。川西中は男女
ともに決勝トーナメント１回戦敗退となり、残念なが
ら全国大会出場を逃しました。
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7/31 真 夏 の 太 鼓 ラ イ ブ

野 外 に 響 く 太 鼓 の 音 色
　太鼓などの打楽器の演奏に特化したこのライブは、
うだるような暑さの中、町フレンドリープラザ野外劇
場で行われ、感染対策のうえ１００人を超える観客が
演奏を楽しみました。
　３団体２個人が登場し、そのうち町内からは和太鼓

「風きらり」とアフリカンドラム「アセンションプリー
ズ」が出演。ステージを盛り上げました。

8/1 川 西 ダ リ ヤ 園 開 園 式

今 年 も 訪 れ た ダ リ ア の 季 節
　関係者ら約３５人が出席のうえ開園式が行われ、
テープカットのほか、子ども観光大使ラダリアのダン
ス映像をスクリーンに映し、オープンを祝いました。
また、三菱鉛筆山形工場様より開園記念鉛筆５３００
本を寄贈いただきました。
　今年は６月の好天により順調に開花が進んでいるよ
うで、９～１０月に最盛期を迎えます。

8/8 な か よ し キ ッ チ ン ☆ な つ ま つ り

子 ど も た ち が 屋 内 で 楽 し む
　町農村環境改善センターで行われたこのイベントは、
川西町こども食堂なかよしキッチンが主催。町内在住
の子どもたち約８０人が会場内に設置された駄菓子す
くい、射的、輪投げなどのアトラクションを楽しんで
いました。
　会場スタッフとして、一般のボランティアのほか、
置賜農業高校などの学生も参加しました。

8/3 川 西 町 ま ち づ く り 委 員 会

外 部 評 価 結 果 を 報 告
　令和２年度に町が実施した事業に対する外部評価の
報告書を町まちづくり委員会（藤倉利英委員長・左か
ら２人目）より提出いただきました。
　委員会のみなさんには６月～７月にかけて、プロ
ジェクト４つ、政策３つ、施策９つについて評価作業
に取り組んでいただきました。外部評価の結果は町
ホームページで今後公表します。
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あなたは持っていますか？
マイナンバーカード

●マイナポイント事業は今年１２月末まで！
　令和３年４月末までにマイナンバーカードを申請された方や既にマイナンバーカードをお持ちの方は、
キャッシュレス決済で使った額の２５% 分のマイナポイント ( 最大５，０００円分 ) がもらえます。
　マイナポイントの還元を受けるには、令和３年１２月３１日までにマイナポイントの予約・申込をして、
指定したキャッシュレス決済でチャージ、もしくは支払いを終える必要があります。
　予約・申込は、対応しているスマートフォンやパソコンと IC カードリーダライタをお持ちの方は、ご自
宅で手続きをすることができます。予約・申込の支援が必要な方は町住民課にご相談ください。

●マイナポイントをもらうための３ステップ

●マイナンバーカードは交付通知の期限が過ぎても受取可能
　マイナンバーカードを申し込んだ後、受け取りが可能になった方へ「マイナンバー
カード交付通知書（右のオレンジ色の封書）」を郵送しています。
　交付通知書に期限を記載していますが、受け取り期限が過ぎた後もカードを受け取
ることができます。事前に電話でのご予約のうえ、お早めに受け取りにご来庁ください。
①期限が過ぎても役場でカードを保管しています。
②受け取りには本人が窓口にお越しください。
※代理人による受け取りは、要件を満たす方に限られます。住民課にお問い合わせください。また、１５歳

　未満の方のカードの受け取りもお子様本人と保護者が窓口に一緒にご来庁いただく必要があります。

マイナちゃん

　　　　マイナポイントの予約をする

スマートフォンやパソコンから専用サイトに
アクセスし、マイナポイントの予約（マイキー
ＩＤの設定）を行います。町住民生活課でも
予約手続きをサポートします。

１ 　　　　マイナポイントの申込をする

お好きなキャッシュレス
決済サービスを１つ選択
し、マイナンバーカード
を使って申し込みます。

２

　　　　

※パソコンの場合は別途ＩＣカードリーダが必要 ※一度選択したキャッシュレス決済サービスは原則変更不可

対 象 と な る
キャッシュレ
ス決済サービ
スは 100 種類
以上！

問町住民課
☎４２－６６１５

　　　　マイナポイントを取得する

選択したキャッシュレス決済
サービスで、お買い物やチャ
ージをすると、決済事業者か
らポイントがもらえます。

３対象者は、今年４月対象者は、今年４月
末 ま で に マ イ ナ ン末 ま で に マ イ ナ ン
バーカードを申請さバーカードを申請さ
れた方です。れた方です。

●マイナンバーカードの交付申請をサポートします
　「申請書の書き方が分からない」「写真を撮るのが面倒」などの理由から顔写真入りのマイナンバーカードを作っ
ていない方も多いのではないでしょうか。町住民課では、職員が顔写真の撮影や申請手続きのサポートを行って
います。初めての方は無料で作ることができます。

【持ち物】①マイナンバー通知カード　②運転免許証、健康保険証などの本人確認書類
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　森林を適切に管理しましょう「森林経営管理制度」
　　　　　　　　　　　　　　　 　問町農地林務課　☎４２－６６４６

　平成３１年４月に森林経営管理法が施行され、適切に経営管理が行われていない森林を町が仲介役となって、
森林所有者と意欲・能力のある林業経営者をつなぐシステムが構築されました。
　町ではこれまで対象となる森林や所有者の把握など準備作業を行ってきましたが、今後は森林整備に向け、森
林境界明確化の作業とともに森林所有者の意向調査を進めていきます。

　日本は、国土面積の約７割を森林が占めています。
森林には、国土の保全・水源の確保・地球温暖化防止
などの機能がありますが、その機能を健全に保つため
には下刈りや間伐などの定期的な手入れ管理が必要で
す。適切な管理がされていないと樹木が細く弱ったり、
根張りが弱くなったりと、大雨の際には表土が流され、
山崩れなどが起きやすくなります。
　土砂災害の防止や水源涵養等の森林機能強化を目的
とした森林経営管理法の施行により、長期的な林業の
低迷や所有者の世代交代などにより、森林への関心が
薄れ、適切な経営管理が実施できなくなった森林を意
欲と能力のある林業経営者に集積・集約化し、経営に
適さない森林は町が経営管理することができるように
なりました。
　もちろん現在、個人で経営管理を行っている場合は、
これまで通り引き続き自分で経営管理していただけま
す。

はじめに
　森林所有者が今後自分が所有する森林をどのように
していきたいのか、町の実施方針に基づき順次意向調
査を行っていきます。（概ね１５年で完了予定）
●対象：私有林のスギ人工林の森林所有者
※山形県林業公社等との契約地、森林経営計画策定地、
　小規模で町が集積を図ることが適当と認められない
　と判断する箇所等は調査対象外です。

意向調査を実施します

①意向調査
　町が森林所有者に郵送などにより「今後どのように
経営管理したいか」などを調査。

⇣

②所有者との協議
　「町に委ねたい」と回答があった場合は、現況を確
認し町が管理すべきか判断。
　町が管理する場合は、森林境界案に同意いただいた
うえで、今後の管理内容等を協議。

⇣

③森林整備
　経営に適した森林は、意欲と能力のある林業経営体
に再委託（人工林の継続）
　経営に適さない森林は、町が森林環境譲与税を活用
して管理（基本的に間伐等の後に天然林化を目指しま
す）

事業の主な流れ

　森林経営管理制度に基づいて森林整備を行うに
あたり、森林境界を明確にする必要がありますが、
町内山林はまだ地籍調査が行われていないため、
今後意向調査にあたり境界案作成の作業を進めて
いきます。

　国民健康保険等の被保険者証（保険証）の更新
　　　　　　　　　　　　　　　　　問町住民課　☎４２－２１１４

 医療費の自己負担額の限度額
　医療保険には、医療機関へ支払う１か月あたりの限
度額が設けられています。
　医療機関の窓口に「限度額適用認定証」などを提示
することにより、一医療機関へ支払う医療費（自己負
担額）が限度額までとなります。
※食事代、文書料等保険適用外のものは自費扱いとな
　ります。
◆必要な方は、限度額認定証等の交付申請をしてくだ
　さい。
◆年齢や所得等に応じて認定証が交付されない場合も
　あります。

 ８月１日から使用する新しい
 保険証をお送りしました

　新しい保険証を７月下旬に郵送しました。加入者全
員分が届いているか、記載事項に間違いがないか確認
してください。国民健康保険の新しい保険証はうすだ
いだい色で、後期高齢者医療保険の新しい保険証は桃
色です。
　新しい保険証の有効期限は令和４年７月３１日で
す。ただし、令和４年７月１日までに７０歳のお誕生
日を迎える方の有効期限は、７０歳のお誕生月の末日
まで。令和４年７月３１日までに７５歳のお誕生日を
迎える方の有効期限は、７５歳のお誕生日の前日まで。
７５歳のお誕生日からは「後期高齢者医療被保険者証」
をお使いいただくことになります。

●保険証は国保・後期に加入していることを証明し、医療機関に提示することで自己負担分のみで診療
　を受けることができるものです。医療機関にかかられる際は必ずお持ちください。

●有効期限の切れた保険証は、ハサミで切るなどして各自の責任において処分してください。

●対象　昭和２０年４月１日～昭和２１年３月
　３１日に生まれた方で後期高齢者医療被保険
　者証をお持ちの方
●場所　県歯科医師会に所属している歯科医院
●期間　８月１日～１２月３１日
●料金　無料
●申込方法　受診予約時、歯科医院に「県後期
　高齢者医療広域連合の歯周疾患検診」である
　ことを伝えてください。

●持ち物　受診券、受診票、保険証
●その他
①来院時のマスク着用や発熱等の症状がある場
　合は受診を見合わせるなど、新型コロナ感染
　症感染拡大防止にご協力ください。
②新型コロナワクチンを接種された方は、体調
　が落ち着いてから受診をお願いします。
問県後期高齢者医療広域連合
☎０２３７－８４－７１００

歯周疾患検診を受けましょう
　高齢期における健康を維持し、食べる楽しみをいつまでも得られ
るよう、歯を失う大きな原因となる歯周疾患を予防しましょう。対
象者へは、７月２１日付けで受診券や受診票などを送付しています。
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　コロナ禍の現状を踏まえ、各地
区自主防災組織や町消防団など各
種団体の協力を得て開催します。
　訓練では、町民のみなさんが令
和元年台風１９号のような水害が
発生したときに「どのように行動
したらよいか」を考え、被害を最
小限に食い止めることができるよ
うに行うものです。
▶日時
　８月２９日㈰　９：３０～
▶場所
　東沢地区交流センター周辺
※当日午前９時にすべての地区で
　訓練に伴うサイレンが鳴ります
　ので、ご承知ください。
問町安全安心課
☎４２－６６１２

町総合防災訓練を行います

　置賜地域に住む外国人の方や町
民の方を対象に、町の魅力を伝え、
暮らしをより楽しんでいただける
よう開催します。
▶日時：９月２３日㈭㈷
　　　　９：３０～１５：００
▶集合場所
　ＪＲ羽前小松駅西口
▶対象：置賜地域にお住まいの外
　国人（日本人同伴可）、国際交
　流に興味がある川西町民
▶定員：１０名（同伴者含む）
▶参加費：５００円
▶見学場所
　ＪＡ全農山形おきたま園芸ス
テーション、㈱中沖酒造店、川西
ダリヤ園、土礼味庵（昼食場所）
▶参加申込：町まちづくり課まで
　お電話ください。なお、定員に
　達し次第、受付を終了します。
※参加者の皆様には、本イベント
　についてのアンケートに協力い
　ただきます。
問町まちづくり課
☎４２－６６１３

国際交流フィールド
トリップ in かわにし

　金田照子さん（中小松）が法務
大臣より人権擁護委員に委嘱され
ました。
　金田さんは再任（２期目）とな
ります。任期は、令和３年７月１
日から令和６年６月３０日までの
３年間です。人権相談を受けたり
人権の考えを広めたりする活動に
取り組んでいただきます。
問町住民課　☎４２－６６１５

人権擁護委員を
ご紹介します

町営住宅入居者を募集

▶名称：根岸住宅
▶部屋数：２ＤＫタイプ（洋室６
　帖、和室６帖、ＤＫ）
▶戸数：１戸（２階）
▶家賃
　１５，９００～３０，９００円
▶区分：一般用
▶選考方法
　住宅困窮度判定基準による選考
▶募集期間
　８月３０日㈪～９月３日㈮
▶受付時間：８：３０～１７：１５
▶入居時期：１０月上旬
※入居申込にあたり、条件あり。
問町地域整備課
☎４２－６６４７

　（一財）自治総合センターが、
宝くじ受託事業収入を財源として
実施する令和４年度コミュニティ
助成事業に関する事前相談を受け
付けます。
▶対象団体：町内の自治会、地域
　コミュニティ団体など
▶募集事業
①一般コミュニティ助成事業
　助成額：１００～２５０万円
　内　容：コミュニティ活動に直
　　　　　接必要な設備等（建築
　　　　　物、消耗品は除く）の
　　　　　整備
②コミュニティセンター助成事業
　助成額：総事業費の５分の３以
　　　　　内（上限 1,500 万円）
　内　容：自治会集会所等の建設
　　　　　または大規模改修、及
　　　　　びその施設に必要な備
　　　　　品の整備
③自主防災組織育成助成事業
　助成額：３０～２００万円
　内　容：防災活動に直接必要な
　　　　　設備等（建築物、消耗
　　　　　品除く）の整備
④青少年健全育成助成事業
　助成額：３０～１００万円
　内　容：青少年の健全育成に資
　　　　　することを目的として
　　　　　行うイベントに要する
　　　　　経費（主として親子で
　　　　　参加する事業）
▶申請方法
　申請を希望される場合は、必要
書類などについて担当課まで事前
にお問い合わせください。
問町まちづくり課
☎４２－６６１３

コミュニティ助成事業
来年度分の事前相談受付中

▲昨年度は東大塚獅子舞保存会が活動備品を整備

　ご家庭で分別した「プラスチッ
ク製容器包装」と「ペットボトル」
は、千代田クリーンセンターに集
められ、人の手でリサイクルでき
るものとできないものに選別して
います。
　ところが、最近ごみ袋の中にナ
イフ、注射針など触れたら危険な
物が混ざっていて、作業員が大変
危険な思いをしています。
　こういった物を資源ごみ袋には
絶対に入れないでください。
問町住民課　☎４２－６６１８

もう一度確認しましょう
ごみの分別

　令和４年度に小学校へ入学予定
の児童を対象に、就学児健康診断
を行います。
　詳細は９月に、該当する保護者
あてに郵送します。
▶対象：平成２７年４月２日～平
　成２８年４月１日に生まれた方

就学時健康診断を行います

期　日 学校名 検診会場

10/15 ㈮
大塚小

大塚小
犬川小

10/15 ㈮ 中郡小 中郡小

10/20 ㈬
小松小

小松小
玉庭小

10/22 ㈮ 吉島小 吉島小

問町教育文化課
☎４２－６６５９

▶
金
田
照
子
さ
ん
（
中
小
松
）

　児童扶養手当を受けている方は、
毎年８月に現況届を提出すること
になっています。この届出は、児
童の養育状況や受給者の前年分の
所得状況などの必要事項を確認し、
引き続き手当を受けられるかどう
かを確認するためのものです。
　８月中に現況届の提出がないと、
１１月分以降の手当が受けられな
くなりますので、ご注意ください。
　ご案内はすでに、対象者のご自
宅にお送りしていますので、ご確
認いただき、添付書類とともにご
提出ください。
▶提出期限：８月３１日㈫
▶提出方法
　町健康子育て課窓口に持参くだ
さい。
問町健康子育て課
☎４２－６６７１

児童扶養手当の現況届
提出をお忘れなく

　令和２年中に町内で発生した救
急出動件数は５７５件、搬送人数
は５１６人で、いずれも前年を下
回りました。そのうち約３６％は
入院を要しない軽症者です。
　救急車の正しい利用にご協力を
お願いします。

【普通救命講習会を開催します】
▶日時：９月５日㈰
　　　　１３：３０～１５：３０
▶場所：川西消防署
▶対象：中学生以上
▶持ち物
　動きやすい服装と運動靴、筆記
用具
▶申込
　８月３１日㈫までお電話くださ
い。先着１０名。
問川西消防署　☎４２－３７００

９月９日は「救急の日」

　７月１５日㈭、大塚地区南方公
民館（淀野寛館長）主催の第８回
かわにし出前講座＆福祉座談会が、
大塚地区交流センターにて開催さ
れました。
　人口減少や高齢化が深刻になり、
地域社会の希薄化が課題となる昨
今、今後の地域づくりを考えるた
め、南方地域の各自治会長、民生
児童委員などの地域リーダー約
３０人が参加して行われました。
　参加者は町の地域福祉や社会福
祉協議会の役割・取り組みについ
ての講話を聞き、今後の地域の安
全安心づくりの必要性を感じてい
るようでした。

公民館主催の福祉座談会を
開催

　募集期限は９月１０日㈮です。
詳細はお問い合わせください。

【つや姫】
▶申請手続：生産者組織または農
　業者個人で申請
▶提出先
① JAに出荷される方　→　JA
②米集組合に出荷される方
　→　米集組合
③個人で出荷される方
　→　町産業振興課

【雪若丸】
▶申請手続：生産者組織で申請
▶提出先
　置賜総合支庁農業技術普及課
問町産業振興課
☎４２－６６４２

令和４年産「つや姫」生産者
「雪若丸」生産組織を募集

　不法投棄は違法行為です。悪臭
の原因となったり、周辺の美観を
損なうだけでなく、土壌や河川の
汚染を引き起こしかねない重大な
問題です。
　不法投棄が行われている現場を
目撃したら、警察署または町住民
課まで連絡ください。
問町住民課　☎４２－６６１８

不法投棄が増えています

▲ごみ袋の中から発見されたナイフ

▲令和２年度の町防災訓練の様子（オンライ
　ン会議）

町報かわにし　1415　町報かわにし 令和3年8月15日 令和3年8月15日
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暮らしの情報
掲示板

お
知
ら
せ

水 道 修 理 当 番 表

期　間 業　者 電　話

8/15
9/6 ～ 12

㈲ 米 野 建 設 42-2392

㈱ サ イ ト ウ
電気設備工業 42-4111

8/16 ～ 22
9/13 ～ 19

㈱殖産工務所 42-3500

齋 藤 設 備 42-2480

8/23 ～ 29
㈱ 藤 島 建 設 42-3166

㈱ 藤 倉 設 備 42-3366

8/30 ～ 9/5
ス ガ イ 住 設 42-3987

㈱ 黒 澤 技 建 42-6351

修理当番
直通携帯

080-6008-8330

080-6008-5331

野
生
き
の
こ
の
放
射
性
物
質
に

ご
注
意
を

●
野
生
き
の
こ
は
、
生
育
環
境
の
違
い
に

　

よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
ば
ら
つ
き

　

が
あ
る
た
め
、
出
荷
前
の
検
査
を
徹
底

　

し
、
安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
出
荷
し

　

て
く
だ
さ
い
。

●
特
に
チ
チ
タ
ケ
、
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ
、
コ

　

ウ
タ
ケ
は
、
過
去
に
基
準
値
を
超
え
る

　

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
の

　

で
、
自
主
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
性
を

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課

☎
（
２
６
）
６
０
６
５

募
　
集

創
業
塾
２
０
２
１　

受
講
者
募
集

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
創
業
を
学
ぶ
５
日
間
の
短
期
集

中
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
28
日
㈯
、
８
月
29
日
㈰
、

　

９
月
４
日
㈯
、
９
月
５
日
㈰
、
９
月
11

　

日
㈯
の
５
日
間

※
各
日
10
時
～
15
時（
う
ち
休
憩
１
時
間
）

●
対
象
者　

創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
、

　

ま
た
は
創
業
し
て
間
も
な
い
方 

●
受
講
料　

無
料 

●
受
講
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
し

　

た
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
参
加
。

　
（
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
利
用)

問
町
商
工
会　

☎
（
４
６
）
２
０
２
０

催
　
し

下
小
松
古
墳
群　

秋
の
七
草
観
察
会

　

下
小
松
古
墳
群
に
は
、
秋
の
七
草
（
キ

キ
ョ
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
な
ど
）
が
自
生
し

て
い
ま
す
。
散
策
し
な
が
ら
、
可
憐
な
そ

の
姿
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
で
す
。

●
日
時　

８
月
21
日
㈯　

９
時
～

●
集
合
場
所　

下
小
松
古
墳
群
駐
車
場

●
案
内
人

　

森
の
仲
間
た
ち 

代
表 

白
壁
洋
子 

氏

●
服
装
・
持
ち
物

　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
飲
み
物

問
里
山
と
下
小
松
古
墳
群
を
守
る
会 

青
木

☎
（
４
２
）
４
６
７
６

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
の
ご
紹
介

　

対
象
者
が
卒
業
後
、
県
内
に
就
職
・
就

業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に
対

し
返
済
終
了
ま
で
、
元
金
３
０
０
万
円
を

限
度
に
（
公
財
）
山
形
県
勤
労
者
育
成
教

育
基
金
協
会
か
ら
年
２
・
０
％
の
利
子
補

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
使
い
み
ち

　

大
学
・
短
大
・
高
校
・
専
門
学
校
の
学

資
金
、
住
居
・
仕
送
り
資
金
等

●
融
資
金
額

　

２
千
万
円
以
内

●
融
資
金
利

　

年
１
・
７
５
％
～
３
・
１
５
％
（
５
年
以

内
～
10
年
以
内
）

※
９
月
末
日
ま
で
の
適
用
。固
定
・
変
動
有
。

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
期
日　

９
月
20
日
㈪
㈷

●
場
所　

町
民
総
合
体
育
館

●
申
込　

９
月
15
日
㈬
ま
で
左
記
に
お
電

　

話
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
の

　

可
能
性
あ
り
。

問
（
一
社
）
川
西
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
（
４
６
）
２
２
７
７

町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

●
日
時　

９
月
20
日
㈪
㈷

　

受
付 

９
時　

開
会
式 

９
時
30
分

●
場
所　

川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

●
参
加
対
象

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

●
競
技
種
目　

男
子
の
部
・
女
子
の
部

●
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
プ
レ
ー
料
、

　

保
険
料
、
昼
食
、
賞
品
代
含
む
）

●
参
加
申
込　

９
月
13
日
㈪
ま
で
参
加
料

　

を
添
え
て
左
記
に
申
込
。

問
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

☎
（
３
３
）
９
３
９
０

自
衛
官
等
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

　

応
募
資
格　

18
～
32
歳
の
男
女

　

受
付
期
限　

９
月
10
日
㈮

●
一
般
曹
候
補
生

　

応
募
資
格　

18
～
32
歳
の
男
女

　

受
付
期
限　

９
月
６
日
㈪

●
航
空
学
生

　

応
募
資
格　

高
卒
以
上
で
、
18
～
22
歳

　
　
　
　
　
　

の
男
女

　

受
付
期
限　

９
月
９
日
㈭

※
い
ず
れ
も
試
験
日
は
受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
（
２
３
）
０
０
１
１

試
験
・
講
習

第
31
回
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

県
内
統
一
試
験

●
日
時　

11
月
14
日
㈰　

13
時
～

●
場
所

　

協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研
修
所
（
山
形
市
）

●
申
込　

９
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

●
講
習
会　

希
望
者
を
対
象
に
受
験
講
習

　

会
を
開
催
し
ま
す

問
町
地
域
整
備
課

☎
（
４
２
）
６
６
５
７

消
防
設
備
士
講
習

●
期
日
・
場
所

①
９
月
22
日
㈬

　

庄
内
総
合
支
庁

②
10
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

●
受
付
期
間　

８
月
16
日
㈪
～
27
日
㈮

問
（
一
社
）
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
（
６
２
９
）
８
４
７
７

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

●
試
験
種
類　

乙
種
第
４
類

●
期
日　

９
月
７
日
㈫
、
９
月
８
日
㈬

●
時
間　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
場
所　

高
畠
町
中
央
公
民
館

●
受
講
料　

安
全
協
会
員
４
９
０
０
円
、

　

安
全
協
会
員
以
外
５
９
０
０
円

●
受
付
期
限　

８
月
27
日
㈮

問
川
西
消
防
署　

☎
（
４
２
）
３
７
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
種
類

　

甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種

●
第
５
回
（
10
月
２
日
㈯
実
施
）

　

会
場　

米
沢
工
業
高
校

　

申
請
期
間　

８
月
23
日
～
９
月
２
日

※
電
子
申
請　

８
月
20
日
～
30
日

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

広 

告

●
返
済
期
間

　

最
長
20
年
（
在
学
期
間
中
は
最
長
６
年

間
元
金
据
置
き
が
可
能
）

※
限
度
額
の
範
囲
内
で
繰
り
返
し
ご
利
用

　

い
た
だ
け
る
カ
ー
ド
型
も
あ
り
ま
す
。

●
保
証

　

労
働
金
庫
指
定
の
保
証
期
間
の
ご
利
用

と
な
り
ま
す
。

※
保
証
料
は
労
働
金
庫
が
負
担
し
ま
す
。

問
東
北
労
働
金
庫
南
陽
支
店

☎
（
４
０
）
３
５
１
１
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相
　
談

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

特設人権相談 9/1 ㈬
13：30～ 16：00

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民課
☎ ４２－６６１5

行  政  相  談 9/15 ㈬
13：30～ 15：30

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民課
☎ ４２－６６１5

幼児ことばの
相談室 9/21 ㈫　午前中 町子育て支援

センター
町健康子育て課
☎ ４２－６６71

心配ごと相談 毎週水曜日
13：30～ 16：00

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

法  律  相  談
（要事前予約）

毎月第３木曜日
11：00～ 15：00

米沢地区勤労者
福祉会館（米沢市）

米沢地区勤労者福祉協会
☎ ２１－５２５０

●９月の無料相談

８月の町税等
●町・県民税　　　　　　（２期）
●国民健康保険税　　　（２期）
●介護保険料　　　　　（２期）
●後期高齢者医療保険料（２期）
●上下水道使用料（７月使用分）
口座振替日　　８月３０日㈪
納付期限　　　８月３１日㈫

は
た
ら
く
た
め
の
な
ん
で
も
相
談
会

　

現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象

に
、
就
職
活
動
の
悩
み
、
不
安
、
困
っ
た

こ
と
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
28
日
㈫

①
個
別
相
談
会

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

②
専
門
ブ
ー
ス
相
談
会

　

14
時
40
分
～
16
時
00
分

●
場
所

　

旧
長
井
小
学
校
第
一
校
舎
（
長
井
市
）

●
対
象
者　

概
ね
35
歳
～
55
歳
未
満
の
就

　

職
活
動
中
の
方

●
申
込　

電
話
予
約
（
予
約
優
先
）

●
費
用　

無
料

問
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
㈱

☎
０
２
３
（
６
７
３
）
０
５
１
５

町
長
　
原
　
田
　
俊
　
二

レ
ガ
シ
ー
２
０
２
１
夏

負
に
手
に
汗
を
握
り
、
一
方
出
場
で
き

な
か
っ
た
選
手
を
含
め
東
京
大
会
を
め

ざ
し
た
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
の
努
力
に

大
き
な
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
３
年
後
の
パ
リ
を
め
ざ
す
戦
い

が
始
ま
り
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
同
時
に
心
配

さ
れ
た
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。
感
染
者
数
が
毎
日
過
去
最
高
を

更
新
し
て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
さ

れ
た
都
府
県
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ま

な
い
世
代
の
感
染
が
急
増
し
、
感
染
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
事
態
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
本
町
の
接
種
状
況
は
、
55

歳
以
上
の
方
が
約
90
パ
ー
セ
ン
ト
接
種

し
ま
し
た
が
、
54
歳
以
下
の
方
は
約
31

パ
ー
セ
ン
ト
し
か
進
ん
で
い
ま
せ
ん

（
８
月
10
日
現
在
）。
で
き
る
だ
け
早
く

接
種
で
き
る
よ
う
今
後
と
も
国
と
県
に

対
し
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
を
強
く
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

会
食
、
飲
酒
な
ど
マ
ス
ク
を
外
し
た

と
き
に
感
染
す
る
傾
向
が
は
っ
き
り
し

て
き
ま
し
た
。
改
め
て
会
食
は
い
つ
も

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
人
と
、
マ
ス
ク
着

用
、三
密
防
止
、換
気
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
全
国
的
に
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、

県
外
と
の
交
流
も
慎
重
な
対
応
が
必
要

で
す
。
お
盆
の
帰
省
は
今
年
も
我
慢
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

今
年
の
巡
行
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
お
こ
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

問
町
教
育
文
化
課　
☎
（
４
４
）
２
８
４
３

諏
訪
神
社 

商し
ゃ
ぎ
り

宮
律

ら
で
測
っ
て
見
取
り
図
を
作
成
し
た

と
い
わ
れ
、
京
都
か
ら
囃
子
方
を
招

い
て
習
い
、
翌
年
の
秋
の
大
祭
か
ら

巡
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
屋
台
は
高
さ
約
５
１
０
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
２
４
２
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約
３
２
０
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
が
、
電
線
が

ひ
か
れ
る
以
前
は
６
メ
ー
ト
ル
も
の

高
さ
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
な
お
、

現
在
西
区
の
屋
台
の
大
規
模
修
繕
が

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
来
年
に
は
一

層
凛
々
し
い
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
す
。

▲巡行途中の南区と北区の屋台（やまがた里の
　暮らし推進機構提供）

　
商
宮
律
は
、
毎
年
８
月
26
日
、
諏

訪
神
社
（
大
字
上
小
松
）
祭
礼
前
夜

の
神
輿
渡
御
に
従
う
囃
子
屋
台
と
し

て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
上

小
松
の
西
区
、
南
区
、
北
区
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
、
太
鼓
を
打
つ
裃

姿
の
小
学
生
と
笛
方
を
乗
せ
た
屋
台

が
出
て
、上
小
松
地
内
を
巡
行
し
ま
す
。

　
「
し
ゃ
ぎ
り
」
は
本
来
、
笛
や
太
鼓

な
ど
の
鳴
り
物
や
、
そ
れ
ら
に
よ
る

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
先

月
実
施
し
た
「
か
く
れ
熱
中
症
予
防
の

セ
ミ
ナ
ー
」
か
ら
、「
体
は
朝
起
き
た

時
が
最
も
脱
水
し
て
い
る
の
で
ま
ず

は
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲
む
」、
ま
た

食
事
か
ら
水
分
を
多
く
摂
取
す
る
の

で
「
食
事
を
し
っ
か
り
と
る
」
こ
と
も

大
切
で
す
。
睡
眠
、
休
息
を
十
分
と
り
、

元
気
に
暑
さ
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
終
了
し
ま
し
た
。
日
本
選
手
団
の

大
活
躍
に
み
な
さ
ん
歓
声
を
上
げ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
史
上
初

め
て
1
年
延
期
、
無
観
客
、
感
染
防
止

と
選
手
た
ち
は
、
様
々
な
制
約
の
中
で

全
力
を
出
し
て
競
い
合
い
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
観
戦
し
な
が
ら
、
選
手
や
ス
タ
ッ

フ
一
人
ひ
と
り
が
最
高
の
舞
台
に
立
つ

た
め
膨
大
な
練
習
や
ケ
ガ
、
過
酷
な
予

選
を
戦
い
抜
い
て
き
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
、
熱
い
感
動
が
胸
に
こ
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
を
め
ざ
す
真
剣
勝

お
囃
子
の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
小

松
で
は
囃
子
屋
台
そ
の
も
の
を
指
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
商
宮
律
」
の
文

字
に
は
商
人
の
町
ら
し
く
、
商
売
繁

盛
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
、
諏
訪

神
社
の
氏
子
一
同
が
、
当
時
流
行
し

た
コ
レ
ラ
の
伏
滅
を
願
っ
て
大
鳥
居

を
建
て
直
し
、
祭
礼
を
賑
や
か
に
す

る
た
め
お
囃
子
を
始
め
た
こ
と
が
商

宮
律
の
起
源
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
工
の
棟
梁
が
京
都
へ
赴
き
、
手
本

と
す
る
屋
台
の
寸
法
を
指
や
手
の
ひ

弁
護
士
に
よ
る

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

●
日
時　

９
月
16
日
㈭　

13
時
30
分
～

●
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
５
０
４
会
議
室

（
米
沢
市
）

●
内
容　

相
談
は
先
着
３
名
。
１
人
40
分
。

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
（
２
４
）
２
３
３
２

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
会

　

専
門
の
相
談
員
が
、
無
料
で
学
校
や
就

労
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

ご
家
族
か
ら
の
ご
相
談
も
可
。
予
約
優

先
で
す
。

【
Ｎ
Ｐ
О
法
人
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優
】

●
日
時　

８
月
26
日
㈭　

10
時
～
14
時

●
場
所　

町
中
央
公
民
館　

４
０
１
号
室

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

☎
（
３
３
）
９
１
３
７

【
Ｎ
Ｐ
О
法
人
か
ら
・
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
】

●
日
時　

９
月
９
日
㈭　

13
時
～
16
時

●
場
所　

町
中
央
公
民
館　

４
０
１
号
室

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

☎
（
２
１
）
６
４
３
６

採
　
用

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

●
試
験
区
分

　

①
初
級
技
術　

②
消
防
士

●
採
用
予
定
人
員

　

①
２
名
程
度　

②
１
名
程
度

●
採
用
予
定
日　

令
和
４
年
４
月
１
日

●
試
験
期
日　

９
月
26
日
㈰

※
消
防
士
の
体
力
試
験
は
９
月
27
日
㈪
に

　

米
沢
市
営
体
育
館
で
実
施
。

●
試
験
会
場

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
高
畠
町
）

●
受
付
期
間

　

８
月
16
日
㈪
～
９
月
10
日
㈮

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

☎
（
２
３
）
３
２
４
６

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部

職
員
採
用
試
験

●
募
集
職
種　

看
護
師

●
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

●
採
用
予
定
日　

令
和
４
年
４
月
１
日

●
試
験
期
日　

10
月
17
日
㈰

●
試
験
会
場

　

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部（
山
形
市
）

●
受
付
期
限　

９
月
９
日
㈭

問
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
（
６
２
２
）
５
３
０
１

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

●
日
時　

８
月
26
日
㈭
～
28
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
17
時

●
内
容

　

生
活
全
般
に
関
す
る
悩
み
や
困
り
ご
と

相
談
（
家
庭
、
借
金
、
法
律
、
労
働
、
新

型
コ
ロ
ナ
関
連
な
ど
）

●
相
談
方
法

　

事
前
申
込
不
要
。
電
話
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
相
談
電
話

　

０
１
２
０
（
３
９
）
６
０
２
９

●
相
談
費
用　

無
料



農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
感
じ
る
こ
と

　

私
が
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
な
っ
て
２
期
目
に
入
り
、
５

年
目
に
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
騒
動
で
米
の
消

費
が
落
ち
込
み
コ
メ
余
り
の
状
況

が
悪
化
す
る
中
で
、
田
の
売
買
が

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
米
価
下

落
の
不
安
で
米
農
家
の
集
積
に
一

時
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

農
地
売
買
の
相
談
を
し
て
も
、
今

の
状
況
で
は
買
え
な
い
と
か
、
現

在
の
町
基
準
の
価
格
で
は
高
す
ぎ

る
な
ど
農
地
の
受
け
手
を
探
す
の

が
難
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

他
方
で
離
農
す
る
方
も
増
え
て

お
り
、
私
た
ち
の
地
域
で
は
70
代

の
方
が
メ
イ
ン
で
農
家
を
や
っ
て

い
ま
す
。
後
継
者
不
足
も
あ
り
、

今
の
ま
ま
で
は
将
来
１
人
で
30
町

歩
以
上
耕
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
基
盤
整
備
事
業

に
着
手
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
完

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　
　
　
　
（
第
68
号
）　
問
町
農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
42
ー
６
６
０
５

竹田  総一（高山）

　

本
号
で
は
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活
動
報
告
や
農
業
委
員

会
の
業
務
、
地
域
で
活
躍
す
る
農
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

農
地
の
売
渡
し
や
貸
付
け
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す

　

農
地
を
売
り
た
い
、
貸
し
た
い

場
合
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
（
以
下
、
推
進
委
員
）
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
各
地
区
担
当
推
進

委
員
が
相
手
を
探
し
、
売
買
価
格

や
賃
借
料
を
調
整
し
ま
す
。

手続①　申出書を提出

　あっせんを希望する方は、事前に担当地区の推進委員へ
相談し、「あっせん申出書」を農業委員会に提出します。
　毎月２０日〆切です。

手続②　あっせん活動

　推進委員があっせん活動を行い、農用地あっせん調整
会議（申出書提出の翌月）にて調整します。

手続③　農業委員会総会で審議

　毎月２５日開催において農業委員会総会で審議を行い
ます。そこで決定した場合、申出書提出の翌々月１日告
示となります。

●
あ
っ
せ
ん
期
間

　

令
和
３
年
８
月
１
日
～

　
　
　
　
　

令
和
４
年
４
月
20
日

●
メ
リ
ッ
ト

①
農
地
を
売
っ
た
場
合
は
、
譲
渡

　

所
得
税
の
特
別
控
除
や
登
録
免

　

許
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

②
所
有
権
移
転
登
記
は
農
業
委
員

　

会
が
行
い
ま
す
。

あっせんの流れ

了
ま
で
10
数
年
か
か
り
ま
す
。
高

山
地
区
の
一
部
は
整
備
が
終
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
現
在
の
担
い
手
の

経
営
面
積
は
10
～
20
町
歩
以
上
で

す
。
整
備
前
の
耕
作
面
積
と
し
て

は
限
界
な
状
況
で
、
新
規
就
農
者

の
参
入
な
ど
対
策
は
急
務
で
す
。

　

や
は
り
理
想
は
地
元
の
土
地
は

地
元
の
人
で
耕
作
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
地
域
に
少
し
で

も
力
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
加
入
要
件

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

②
国
民
年
金
の
１
号
被
保
険
者

③
農
業
に
年
間
60
日
以
上
従
事
し

　

て
い
る
方

●
６
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
農
業
従
事
者
な
ら
広
く
加
入
で

　

き
ま
す
。

②
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立

　

方
式
・
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。

③
保
険
料
は
自
由
に
変
更
可
能
。

　
（
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円)

④
終
身
年
金
で
す
。
80
歳
前
に
亡

　

く
な
っ
た
場
合
は
遺
族
の
方
に

　

死
亡
一
時
金
が
出
ま
す
。

⑤
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除
で

　

節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑥
一
定
の
要
件
の
も
と
保
険
料
の

　

国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
受
給
者
・
加
入
者
の
声

◇
終
身
で
、
掛
け
た
保
険
料
が
全

　

額
社
会
保
険
料
控
除
に
な
る
こ

　

と
に
魅
力
を
感
じ
加
入
し
た
。

◇
保
険
料
の
額
を
い
つ
で
も
変
更

　

で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
。

◇
国
民
年
金
に
プ
ラ
ス
し
て
年
金

　

収
入
が
あ
る
の
は
と
て
も
あ
り

　

が
た
い
。

老
後
を
サ
ポ
ー
ト
！

農
業
者
年
金

●
調
査
期
間　

８
月
下
旬

●
調
査
目
的

　

農
地
法
第
30
条
に
基
づ
き
、
①

～
③
を
目
的
と
し
ま
す
。

①
農
地
の
利
用
状
況
の
確
認

②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生

　

防
止
・
解
消

③
違
反
転
用
の
早
期
発
見
・
発
生

　

防
止

●
調
査
方
法

　

各
地
区
の
農
業
委
員
、
農
地
利

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

用
最
適
化
推
進
委
員
お
よ
び
事
務

局
職
員
が
町
内
の
農
地
を
見
回
り
、

耕
作
状
況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら

「
遊
休
農
地
（
荒
廃
農
地
）」
の
判

断
を
し
ま
す
。

　

各
農
地
へ
立
ち
入
る
こ
と
や
、

所
有
者
に
お
話
を
伺
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

農業委員会だより　第６８号

　

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
未
だ
復
興
道
半
ば
の
故
郷

を
離
れ
て
和
牛
繁
殖
に
励
む
横
田
健
一
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

横
田
さ
ん
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
で
被
災
し
、
本
町
に
避
難
し
て

来
ま
し
た
。
す
ぐ
戻
る
予
定
で
し
た
が
、
復
興
が
進
ま
な
い
こ
と
や

子
育
て
の
環
境
な
ど
を
考
え
て
、
本
町
で
畜
産
農
家
と
し
て
再
出
発

す
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

ー
な
ぜ
川
西
に
？
ま
た
、
慣
れ
な

　

い
土
地
で
苦
労
も
多
か
っ
た
と

　

思
う
が
？

　

福
島
県
内
の
避
難
所
で
双
葉
町

に
住
む
母
と
兄
弟
と
合
流
し
て
、

着
の
身
着
の
ま
ま
西
に
向
か
い
米

沢
市
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
が
、

避
難
所
が
い
っ
ぱ
い
で
川
西
町
に

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

南
相
馬
市
は
地
震
、
津
波
、
原

発
事
故
と
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
極
限
の

中
、
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
の
避
難
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
日
を
必
死
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

避
難
所
で
は
、
自
治
会
を
作
り
、

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
会
の
運

営
を
行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

支
援
物
資
を
い
た
だ
き
、
あ
の
と

き
の
ご
恩
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

ー
避
難
所
で
の
お
子
さ
ん
の
学
習

　

環
境
は
？

　

当
初
、
避
難
所
で
の
学
習
環
境

が
整
わ
ず
、
心
配
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
近
く
に
住
む
先
生
が
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
次
第
に
応
援
す
る

先
生
が
増
え
、
少
し
ず
つ
学
習
の

遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
か
げ
で
、
突
然
の
避
難

で
不
安
し
か
な
か
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
し
っ
か
り
育
っ
て
い
っ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ー
畜
産
農
家
を
し
よ
う
と
思
っ
た

　

の
は
な
ぜ
か
？

　

畜
産
に
関
し
て
は
従
兄
が
南
相

馬
市
で
牛
を
２
０
０
頭
ほ
ど
肥
育

し
て
い
て
、
会
社
勤
め
を
し
な
が

ら
手
伝
い
を
し
て
い
た
関
係
か
ら

多
少
の
心
得
が
あ
り
ま
し
た
。

　

川
西
町
は
子
牛
の
出
荷
頭
数
が

県
内
で
一
番
多
い
こ
と
を
知
り
、

畜
産
の
盛
ん
な
町
に
魅
力
を
感
じ

な
が
ら
、
町
産
業
振
興
課
の
臨
時

職
員
と
し
て
約
３
年
間
畜
産
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、
仕
事
を
通
し

て
知
り
合
い
の
農
家
も
増
え
、
こ

こ
で
牛
飼
い
を
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

和
牛
繁
殖
農
家
と
し
て
出
発
で

き
た
の
は
、
町
・
Ｊ
Ａ
職
員
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
農
家
の
方
々
の
お
か
げ

で
す
。

ー
現
在
の
経
営
状
況
は
？

　

玉
庭
に
て
、
繁
殖
牛
24
頭
、
そ

の
ほ
か
水
田
３
・
７
ｈ
ａ
に
Ｗ
Ｃ

Ｓ
と
牧
草
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
玉
庭
放
牧
場
で
の
採
草

や
放
牧
作
業
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
組
合

と
ラ
ン
ピ
ー
ド
た
ま
に
わ
堆
肥
セ

ン
タ
ー
等
の
手
伝
い
を
率
先
し
て

行
い
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ー
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
は
？

　

生
ま
れ
育
っ
た
双
葉
町
は
昔
の

【
農
業
者
の
ご
紹
介
】　  

横
田 

健
一 

さ
ん  

（
上
小
松
）

面
影
が
な
く
、
街
並
み
も
更
地
が

広
が
り
、
昔
の
景
色
や
思
い
出
が

す
っ
か
り
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
後
、
南
相
馬
市
沿
岸
の
が

れ
き
撤
去
作
業
に
平
日
携
わ
り
、

週
末
川
西
町
に
戻
っ
て
く
る
生
活

が
続
く
中
、
南
相
馬
市
も
簡
単
に

は
元
の
姿
に
戻
れ
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
悩
ん
だ
末
、
子
ど
も
の
将

来
の
こ
と
も
考
え
、
川
西
町
に
と

ど
ま
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

ー
今
後
の
目
標
は
？

　

畜
産
農
家
に
な
り
６
年
が
経
ち

ま
し
た
。
苦
労
の
連
続
で
し
た
が
、

周
囲
の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
今
日

ま
で
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
て
い

る
中
、
現
在
の
経
営
を
安
定
さ
せ

て
地
道
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
10
年
が
経
ち
、
次
第

に
記
憶
が
風
化
し
て
い
く
中
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災

害
に
対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
防

災
意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

町報かわにし　2021　町報かわにし 令和3年8月15日 令和3年8月15日
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玄米ダンベル体操のつどい
　体力 UP、ダイエット、介護予防にオススメ！
　▶日　時：９月２１日㈫　10：00 ～ 10：30
　▶場　所：町生きがい交流館
　▶内　容：ＤＶＤを見ながらマスク着用で
　　　　　　「玄米ダンベルニギニギ体操」
　▶参加料：無料
　▶持ち物：玄米ダンベル、飲み物、内ズック

健　康健　康

適正受診を心がけましょう
　休日・夜間に開いている救急医療機関は、
緊急性の高い患者さんを受け入れるためのも
のです。また、時間外診療や休日・夜間の受
診は割増料金となり、医療費の増加につなが
ります。救急の場合を除
き、平日の時間内に受診
しましょう。

南陽東置賜休日診療所

▶住　　所：南陽市椚塚４２０－７
▶電　　話：４０－３４５６
▶診 療 日：日曜日・祝祭日
▶時　　間：　８：４５～１１：４５
　　　　　　１３：００～１６：３０
▶診療科目：主に内科、小児科

献　血
　400ml のみの受付となります。
　▶日　時：９月１０日㈮　9：30 ～ 11：30
　▶場　所：町役場
　▶対　象：（男性）17 ～ 69 歳 
　　　　　　（女性）18 ～ 69 歳
　　※ 65 歳以上は要件有
　▶持ち物：献血カード

ぐるりウォーク +10
　

今より 10 分多く体を動かして、健康づくり！
　▶日　時：９月９日㈭　１０：００～
　▶場　所：町フレンドリープラザ
　▶内　容：館内ウォーキング
　▶参加費：無料
　▶その他：２回参加毎に浴浴センターまどか
　　　　　　入浴券１枚贈呈。要申込。

期日 担当歯科医院 電話番号

8/15 芳賀歯科医院（長井） 0238-84-8107

8/22 高橋歯科医院（米沢） 23-8888

8/29 春日歯科医院（米沢） 22-3030

9/5 桜井歯科医院（南陽） 43-2125

9/12 プリリー歯科クリニック（米沢） 22-4182

歯科休日当番医

▶診療時間：９：００～１５：００
※電話でお問い合わせのうえ、受診してください。

包

括

だ

よ

り

 

高
齢
者
虐
待
を
見
逃
さ
な
い

　

高
齢
者
虐
待
は
ど
の
家
庭
に
も
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
虐
待
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
町
福
祉
介
護
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
（
４
２
）
６
６
３
８

様
々
な
種
類
の
虐
待
が
あ
り
ま
す

●
身
体
的
虐
待　

叩
く
、
蹴
る
等

●
心
理
的
虐
待　

怒
鳴
る
、
馬
鹿
に
す
る
、

　

無
視
す
る
等

●
経
済
的
虐
待　

年
金
を
勝
手
に
使
う
等

●
介
護
や
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ

　

ク
ト
）　

食
事
の
支
度
な
ど
身
の
回
り

　

の
世
話
を
し
な
い
等

●
性
的
虐
待　

排
泄
の
失
敗
に
対
し
、
懲

　

罰
的
に
下
半
身
裸
の
ま
ま
放
置
す
る
等

自
覚
が
な
い
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

　

虐
待
を
し
て
い
る
人
（
家
族
、
親
族
、

同
居
人
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
な
ど
）

に
自
覚
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
高
齢

者
が
危
険
な
状
態
に
陥
っ
て
い
て
も
、
虐

待
を
さ
れ
て
い
る
自
覚
が
な
い
こ
と
が
多

い
の
も
特
徴
で
す
。

高
齢
者
に
関
す
る
悩
み
事
は

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
？

●
高
齢
者
の
介
護
、
健
康
面
や
経
済
的
な

　

悩
み
な
ど
、
心
配
事
が
あ
っ
た
ら
、
早

　

め
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
孤
立
し
な
い
よ

　

う
に
、
地
域
で
見
守
り
や
声
掛
け
を
し
、

　

困
っ
た
ら
相
談
し
合
え
る
関
係
を
つ
く

　

り
ま
し
ょ
う
。

●
虐
待
に
気
付
い
た
方
は
、
速
や
か
に
市

　

町
村
に
通
報
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
の
秘
密
は
守
ら

　

れ
ま
す
。
安
心
し
て
ご
連
絡
・
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。
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福祉と介護福祉と介護

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

自
殺
予
防
週
間
（
９
月
10
日
～
16
日
）

に
お
い
て
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
一
人
で
悩
み

を
抱
え
な
い
で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
く
だ

さ
い
。

●
電
話
番
号
（
全
国
共
通
）

　

０お

こ

な

お

う

５
７
０
（
０ま

も
ろ
う
よ

６
４
）
５こ

こ

ろ

５
６

●
受
付
期
間

　

９
月
10
日
㈮
～
16
日
㈭　

９
時
～
17
時

　家族介護教室
を開催します　

●日時：９月３日㈮　１３：３０～１５：００
●会場：町生きがい交流館 
●参加費：無料
●内容：「家族が認知症になった場合の対応　
　　　　や認知症予防について」
●講師：公立置賜総合病院看護副師長
　　　　田中 明美 氏
●対象：家族を介護している方や、介護に関心   
　　　　のある方ならどなたでも参加可能。
●申込：８月３１日㈫までお電話にてご連絡く
　　　　ださい。（定員２０名）
問町社会福祉協議会　☎４６ー３０４０

●
そ
の
他

　
「
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
も
相

談
可
能
で
す
。

　

◇
電
話
番
号

　
　

０
２
３
（
６
３
１
）
７
０
６
０

　

◇
い
つ

　
　

月
～
金
曜　

９
～
12
時
、
13
～
17
時

問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
（
６
７
４
）
０
１
３
９

生
活
支
援
担
い
手
養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
活
支
援
の
担
い
手

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
な
方
や
地
域

の
た
め
に
活
動
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
募
集
対
象　

①
町
内
在
住
で
高
齢
者
の
生
活
支
援
の
担

　

い
手
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
方

②
３
日
間
の
研
修
に
参
加
で
き
る
方

●
日
程
（
各
回
正
午
ま
で
）

【
第
１
回
】
９
月
28
日
㈫　

９
時
30
分
～

【
第
２
回
】
10
月
５
日
㈫　

９
時
30
分
～

【
第
３
回
】
10
月
14
日
㈭　

９
時
00
分
～

※
第
２
回
と
第
３
回
の
間
に
、
現
役
ヘ
ル

　

パ
ー
と
の
同
行
訪
問
あ
り
。

●
内
容　

高
齢
者
の
心
身
の
特
徴
、
高
齢

　

期
の
栄
養
等
、
認
知
症
の
理
解
、
援
助

　

技
術
の
基
本
、
緊
急
時
の
対
応
、
生
活

　

支
援
技
術
な
ど

●
場
所　

町
役
場 

会
議
室

●
定
員　

10
名

●
申
込　

左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
登
録
し
、
生
活
支
援
の

担
い
手
（
有
償
）
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
町
福
祉
介
護
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー　

☎
（
４
２
）
６
６
３
８



内容内容 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 その他その他

ママパパ教室 R3.12.1 ～ R4.3.31 に
出産予定の方 9/14 ㈫ 13：15 ～ 13：30

講話：妊娠中の食事について
体験：パパの妊婦体験
申込：9/7 ㈫まで

ぴかぴか歯っぴい教室
① H30.9、H31.3、

R 元 .9、R2.7 生
②ママ・パパになる方

9/16 ㈭
① 13：15 ～ 14：00

※受付時間は通知します
② 13：50 ～ 14：00

歯科健診やフッ素塗布
（希望者 500 円）

１歳６か月児健康診査 R2.1.1 ～ 2.29 生 9/17 ㈮ 対象者に個別通知します

● 健康子育て課からのお知らせ

イベントイベント 場所場所 期日期日 時間時間 内容内容

ルンルン子育て広場
町役場 8/25 ㈬ 10：00 ～ おでかけ広場「町役場新庁舎に行って

みよう」

町子育て支援センター 9/10 ㈮ 9：30 ～ おかいものごっこしよう

● 子育て支援センター『こあら』からのお知らせ

問町健康子育て課　☎４２－６６４０

問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

▶会場：生きがい交流館（上小松）

イベントイベント 対象対象 期日期日 時間時間 内容内容

こあらっこ広場 妊婦さん、お子さんとお母
さん 9/8 ㈬ 10：00 ～ 11：30 交流・情報交換、

身体測定、育児相談

▶会場：子育て支援センター（吉田）

子育て子育て

　【子育て支援医療証を郵送します】　　問町住民課　☎４２－２１１４
　　今月の対象者は 8/2 ～ 9/1 生まれの 1 歳児～小学 6 年生、郵送は 8/23 ㈪を予定しています。

　【町立幼稚園の開放】　　9/1 ㈬　10：00 ～ 11：00　美郷幼稚園　☎ 42-4316
　【町立幼稚園の開放】　　9/2 ㈭　10：00 ～ 11：00　北斗幼稚園　☎ 42-4808

パ パ と 一 緒 の 遊 び の 広 場

●いつ ： ９月１９日㈰　１３：３０～１６：３０
●どこ： 町農村環境改善センター
●対象 ：町内にお住まいの３歳～小学生の子ども
　とパパ（おじいちゃんも可）
　※開催前２週間以内に県外に行った方は参加できません。

　※ママ、おばあちゃんも参加できますが、必ずパパまたは

　　おじいちゃんと一緒に参加してください。

●内容：けん玉パフォーマンス＆けん玉体験、紙
　ひこうきコーナー。トランポリン、卓球、竹馬
　など遊び道具もあります。参加者にはポケモン
　グッズプレゼント♪
●参加費：無料

●その他
①ポケモンシールラリーのカードを
　持っている人は持参してください。
②予約不要、出入り自由です。
③新型コロナウイルス感染拡大状況に
　よって、開催を中止する場合があり
　ます。 ご来場前にフェイスブックで
　最新情報をご確認ください。
●お問合せ先
　川西町こども食堂なかよしキッチン  代表  佐藤
　メールアドレス　sato.310@yahoo.ne.jp
　☎０９０－９７４５－０１７５

川西町こども食堂なかよしキッチン

▲なかよしキッチン
　フェイスブック

町報かわにし　2425　町報かわにし 令和3年8月15日 令和3年8月15日
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… ７月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字
井上　昌吉 87 上小松
佐藤　　廣 96 玉　庭
寒河江長寿 85 下平柳
齋藤うめの 99 時　田
竹田　サダ 88 上奥田
片倉　秀子 91 上小松
青木　秀子 95 吉　田
笹木　　哲 89 洲　島
遠藤美智子 81 上小松
栁橋　與一 93 上小松
渋谷　憲一 80 時　田
菅井　新吉 90 下奥田
鈴木　重憲 70 上奥田
池田　秀雄 86 下奥田
勝見　久子 71 上小松
梅津　　敦 82 西大塚

新郎　　　　　　　新婦 大字

小関　大夢 ♥ 髙橋　知紘 下小松
金子広次郎 ♥ 鈴木　梨花 黒　川

氏名 性別 保護者 大字

須貝　　凪
なぎ

男 博之 ・ 静加 下小松

舩山　稜
りょうま

麻 男 裕太 ・ 史奈 大　塚

保科　空
そ ら

来 男 翔平 ・ 静香 西大塚

長谷部玲
れ い な

菜 女 祐樹 ・ 飛鳥 朴　沢

髙橋　奈
な ぎ

義 男 義孝 ・ 香代 西大塚

古山　　鈴
すず

女 司 ・ 愛 小　松

梅津　都
と ら ん

蘭 女 栄寿 ・ 未来 洲　島

齋藤　立
り く

空 男 聖人 ・美友生 上小松

おめでとう そして ありがとうありがとう

ようこそ赤ちゃん　８名

ご結婚おめでとう　２組

ご冥福を祈ります

編
　
後

　
集
　
記

川西町の人口

１４, ４８３人（－２６）

　男　　７，１１２　人（－　８）

　女　　７，３７１　人（－１８）

世帯数　５，０２５世帯（－１０）

※７月末日現在の住民基本台帳人口

置賜農業高校の生徒たちの活動を
紹介するコーナーです。
問置賜農業高校　☎ 42 － 2101ハッシュタグ

おき のう

生 徒 た ち が 実 習 に 励 ん で い ま す

子ホッケー部）など
の部活動に力を入れ
て い る 生 徒 も い ま
す。その頑張りの様
子 は、 本 校 ホ ー ム
ペ ー ジ や YouTube
などをぜひご覧くだ
さい。

問町まちづくり課　☎４２－６６１３

空き家利活用のご相談は

川西町空き家バンク まで

成約 40 件（令和3年7月末）

登録物件 56 件のうち ▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
チ
ェ
ッ
ク
！

　

■ 

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６１３
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp
　Ｆ　Ｂ：右のＱＲコードから

　

平
成
30
年
10
月
か
ら
協
力
隊

員
と
な
り
間
も
な
く
３
年
が
過

ぎ
、
退
任
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
を
振
り
返
る
と
、

１
年
目
、
初
め
て
色
々
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、
様
々
な
事
を
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
年
目
以

降
は
コ
ロ
ナ
禍
で
す
べ
て
の
イ

ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
た
の
で
、

こ
の
経
験
は
よ
り
貴
重
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
研
修
生
と
し
て
、
稲
作

は
育
苗
か
ら
刈
り
取
り
ま
で
、

そ
の
他
野
菜
等
の
作
業
で
も
種

蒔
き
か
ら
収
穫
ま
で
、
機
械
作

業
や
、
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か

や
っ
た
作
業
の
や
り
方
を
忘
れ

て
し
ま
っ
て
、
失
敗
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
大
変
貴
重
な
経
験

で
し
た
。
頭
や
身
体
で
覚
え
て

い
る
事
は
忘
れ
な
い
と
思
い
ま

す
し
、
経
験
値
で
出
来
る
違
い

を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
し
っ
か
り
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
と
に
か
く
草
刈
り
は

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
し
、
雑
草

に
は
負
か
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
す
。

　

最
後
に
地
域
の
方
々
に
は
、

色
々
ご
支
援
、
ご
指
導
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
３
年
、
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
玉
庭
地
区
で
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤　

英
俊 　
（
東
京
都
出
身
・
玉
庭
地
区
在
住
）

【
お
め
で
と
う 

そ
し
て 

あ
り
が
と
う
】は
、７
月
に
掲
載
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。氏
名
は
、申
込
書
の
と
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
の
表
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ら
修
理
も
行
い
、
様
々
な
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。
前
年
に

―　今月の表紙　―

　８月７日㈯、町立図書館主催のお
しごと体験「図書館司書になろう !!」
に町内の小学生４人が参加。
　返却された本の消毒や本棚へ戻す作
業のほか、カウンターでの貸出手続き
を体験していました。夏休み期間中に
普段体験できない貴重な時間を過ごし
た子どもたちでした。

  は  はじじめめててのバースデー
令 和 ２ 年
８ 月 誕 生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介するコーナーで
す。町が行うぐんぐん赤ちゃん健康診査に参加されたお子さんを広
報担当が撮影し、誕生月に発行する町報かわにしにお名前とともに
掲載します。

こんの そら くん こせき みつき ちゃん

たかはし しん くんこんの りく くん

　置賜農業高校は７月２６日に１学期の終業式を終え、夏休み
に入りました。約１か月の夏休みを利用して、１年生から３年
生の全学年 1 人２回、それぞれの学科や選択している農業高
校ならではの実習を行います。
　加工部門は、山形大学工学部に協力いただき、商品開発の共
同研究を開始しました。野菜部門は、夏野菜のトウモロコシや
ナスなどの収穫作業。作物部門は、稲刈りに向け田んぼの草刈
りを行います。
　実習に加えて、夏期講習に励む生徒やインターハイ出場（男

　

本
町
で
は
今
年
５
月
か
ら
始
ま
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
。
初
め
は

65
歳
以
上
に
限
ら
れ
て
い
た
対
象
者

も
、
最
近
は
12
歳
以
上
ま
で
広
が
り
、

30
代
の
私
の
周
り
で
も
「
明
日
ワ
ク
チ

ン
接
種
だ
～
」「
副
反
応
が
出
た
の
で

休
み
ま
す
」
な
ど
色
ん
な
話
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
７

月
末
時
点
で
の
本
町
の
接
種
済
の
方
の

割
合
（
12
歳
以
上
）
は
１
回
目
約
62
％
、

２
回
目
約
47
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
こ
と
や
感
染
対
策

を
徹
底
す
る
こ
と
が
、
自
分
や
大
切
な

人
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
信
じ
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。《
悠
》
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しょこる～む

ねこ駅長しょこらの

　造花のダリアとともにリラックス
モードの羽前小松駅のねこ駅長です。
川西ダリヤ園は８月からオープン！ぜ
ひご来園ください。

川西町の広報紙「町報かわにし」が
スマートフォンやタブレットで読む
ことができるアプリです！

⇢

佐原　遙
はるか

　さん

川西中学校３年（西大塚）

患 者 に 寄 り 添 う

Dreams Come True
ぼくの夢　わたしの夢

　私の将来の夢は、医療関係の仕事に就くことです。新型コロナ感染症の世界的な広がりのた
め、医療に携わる仕事は、とても過酷で大変だと思います。この仕事を志したのは、小学校の頃、
２４時間治療にあたる医師の密着ドキュメンタリー番組を観たことがきっかけでした。その医師
の懸命な姿を見て、「自分も病気で困っている人々を助けたい」と思ったのです。
　この夢を叶えるには、大学受験や国家試験合格のために猛勉強が必要です。２年生の時の職業
講話を通じて、大変なことや辛いこともたくさんある、ということを知りました。一度諦めかけ
たこともありましたが、コロナ禍で感染の危険と隣り合わせの患者の治療にあたっている医師の
姿を見て、私ももう一度頑張ろうと思いました。
　今年は受験生なので、高校受験に向けて計画的にしっかり学習し、志望校に合格して夢の実現
に向けた第一歩を踏み出したいです。

医 師 に な り た い

川西町
ユーチューブ


